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－－連連絡絡掲掲示示板板－－   
①①セセミミナナーー  ススタターートト  
  ４４月月２２７７日日（（火火））４４校校時時にに全全校校生生徒徒をを対対象象にに、、５５月月下下旬旬かからら順順

次次開開始始すするるセセミミナナーー説説明明会会をを開開催催ししままししたた。。ここれれはは、、生生徒徒のの多多様様

なな進進路路にに対対応応ししよよううとと今今年年度度よよりり実実施施すするるももののでで、、以以下下のの５５ココーー

ススをを設設定定。。詳詳細細はは次次号号ににてて報報告告ししまますす。。  
「「考考ええるる小小論論文文」」「「英英検検セセミミナナーー」」「「看看護護師師セセミミナナーー」」  
「「公公務務員員をを目目指指そそうう」」「「検検定定セセミミナナーー」」  
  
②②高高体体連連地地区区大大会会出出場場  
  ５５月月２２６６日日（（水水））よよりり「「女女子子ババレレーー部部」」「「男男女女ババススケケッットト部部」」

「「男男女女ババドドミミンントトンン部部」」がが地地区区大大会会にに出出場場ししまますす。。大大会会結結果果ににつつ

いいててはは次次号号ににてて。。ごご声声援援よよろろししくくおお願願いいししまますす。。  

  

～鈴木 PTA会長、長い間ご苦労様でした。清澤 新 PTA会長よろしくお願いします。～ 

４月２５日（日）、平成１６年度ＰＴＡ総会並びに授業参観が実施されました。 

総会に先立ち、午前中に「授業参観」が行われ、２時間という短い時間でしたが、生徒たちの授業に対する取 

り組みの様子を保護者の皆様に見て頂きました。１年Ａ組では、１時間目「簿記」を実施、多数の父母の見守る 

中、生徒達は緊張しながらも活発に発表。３年Ａ組では、２時間目に「世界史」を実施、いつも以上に熱心に授 

業を受けていました。授業参観後に行われた「ＰＴＡ総会」では、規約改正や年間 
行事等について、話し合われ、今年度の事業内容、予算について決定しました。 
また、旧役員の退任、新役員の紹介が行われ、鈴木ＰＴＡ会長には、５年間に渡り、会長として、妹背牛商業

高等学校のＰＴＡ活動に、ご尽力をいただき、あらためて深く感謝申し上げます。 
今年度の新ＰＴＡ三役には、会長に清澤哲弘氏、副会長に佐々木幸一氏、佐々木佳代子氏、監事に中園典章氏、

内海晴美氏が就任いたしました。                   

６月行事予定 

3 日 中間考査(～7日)     20 日 珠算・電卓検定 
8日 防災訓練・大掃除      25 日 成績･職員会議 

10 日 全道壮行会              27 日 簿記実務検定 

15 日 北空知教育相談研究会  30 日 防災点検 

６６月月行行事事予予定定  

57 号 

花花いいっっぱぱいい運運動 に参加しました  
初夏を感じさせる陽気のなか、今年も花いっぱい運動が行われ

ました。前日の雨もすっかり上がり、天候に恵まれたせいか、生

徒の表情も例年以上に生き生きと感じられました。 
 今年は、インパチェンスやマリーゴールド、ベコニアの他に、

公園通り線、神社通り線にハーブが 
植えられました。ハーブはまだ花が 
咲いていない苗の状態でしたが、苗 
一つ一つを丁寧に、小・中・高校生 
入り混じりながら、町の方々と一緒 
に植えていました。数ヵ月後にどん 
な花が咲くのか、今から待ち遠しい 
限りです。 

動  

「前期生徒総会」開かれる 
 
５月１２日（水）６校時、前期生徒総会が開かれました。生徒総

会では、３学年の評議員（３Ａ 織田、３Ｂ 後藤）が議長に選出さ
れ、平成１５年度後期の活動反省、平成１６年度の執行部・委員会・

部・局の各活動計画並びに生徒会予算について、積極的な話し合い

が行われました。 
放送局に対して、３Ａから「昼

の校内放送を復活してほしい」と

要望が出され、「実施する方向で検

討します」など、その他意見や質

問も多く出され、今後も積極的な

生徒の意見交換により、生徒会活

動の活発化を期待します。 

ＰＰＴＴＡＡ総総会会・・授授業業参参観観をを実実施施 
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○ホームページ： http://www.moseushi.hokkaido-c.ed.jp（パソコン用） http://www.moseushi.hokkaido-c.ed.jp/i/index.htm (携帯用)
○メール： moseushi@hokkaido-c.ed.jp 
１学年３３名 宿泊研修を終えて・・・ 
5月 18日～20日 国立大雪青年の家にて実施 

１Ａ 富 田 梨 香  
この３日間の宿泊研修でみんなの

意外な一面を知り、たくさん話をす

ることができました。また、キャン

ドルサービスなどの研修を通して自

分を見つめ直すことができました。

集団の中で、生活することによって

1 人１人の役割というものを学んだ

す。ここで学んだことを学校に帰ってからも忘れず、これ

活に役立てたいと思います。最後に担任の先生から言われ

がやらなくても他の誰かがやってくれる」という甘えた気

の行動について、私も反省しました。今の時代、誰かに指

てからでないと動けないのはいけないと思います。自分で

で行動できる人になりたいと思いました。 

修は私にとって忘れられない３日間となり、研修を通して

っとこのクラスがまとまっていければいいなと思います。


